
資料２

「道内の感染状況等（道案）」に対する主な意見

１ 有識者・専門家の意見

１ 現在の感染の広がり、重症者割合と保健所・医療機関の負担のバラ

ンスから、把握方法の簡略化はやむを得ないと考える。ただし、把握

漏れ、容体の急変や新たな変異株の出現への対応が遅れる恐れもある

ことから、届出の本来の目的に鑑み、何らかの形で重症化しやすい人

や新たな変異株の動向等が確認できるよう国における制度設計が重要

と考える。

２ 感染状況が高止まりしており、新学期が始まり、感染者数が増える

可能性もあることから、従来通り、地道な感染対策を継続することが

必要と考える。


